
長野市歴史的風致維持向上計画の進行管理・評価及び計画の変更について

１ 国による歴史まちづくりの推進

全国には、城郭や神社仏閣等の文化財及び文化財指定は受けていないものの歴史的な
価値を有する建造物とが相まって、歴史的なまちなみが形成されている地域が数多く存
在し、こうした地域では、工芸品の製造販売や祭礼行事などが行われており、歴史的ま
ちなみと一体となって、風情、情緒、たたずまいのある良好な市街地の環境（以下「歴
史的風致」という）が形成されています。
しかしながら、維持管理に多くの費用と手間がかかること、高齢化や人口減少による

担い手が不足していることにより、歴史的風致が失われつつあります。
このような状況を踏まえて、まちづくり行政（国土交通省・農林水産省）と文化財行

政（文化庁）が連携して、「歴史的風致」を後世に継承するまちづくりの取り組みを国
が支援するための法律「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」（通称
「歴史まちづくり法」）が平成20年11月に施行されました。

２ 歴史まちづくり法
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３ 長野市歴史的風致維持向上計画

本市でも「長野市歴史的風致維持向上計画」を策定し、平成25年４月11日に国の認
定を受けております。計画期間は、平成25年度から令和４年度の10年間となっており、
毎年度、規定に基づき、進行管理・評価を実施しております。



２

４ 歴史的風致維持向上計画の進行管理・評価制度

６ スケジュール

年度 時期 進行管理・評価

今年度

８月６日 第１回協議会 Ｒ３年度実施予定事業について説明（諮問）

11月～12月 国から進行管理・評価等の実施通知

１月 本市のＲ３年度進行管理・評価シート（案）作成

２月（予定） 第２回協議会Ｒ３年度進行管理・評価及び計画変更の意見聴取（答申）

年度末まで 計画変更の申請 → 国の認定 → 市ホームページで公表

次年度
５月末まで 国へＲ３年度進行管理・評価シート提出

６月上旬 評価シートを市ホームページに掲載（公開）

５ 歴史的風致維持向上計画の変更について

＜ 歴史まちづくり法 抜粋 ＞

第五条第六項 要旨
市町村は、歴史的風致維持向上計画を作成しようとするときは、協議会の意見
を聴かなければならない。

計画認定都市数 全国：86都市
※ 令和３年３月末時点


